
令和 3年 3月 31日

厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

国立大学法人

学長

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1.研究事業名 政策科学総合研究事業(臨床研究等 ICT 人工知能実装研究事業)

2.研究課題名 レセプトデータベースにおける健康寿命を規定する重症イベン ト精密捕捉技術の確立・

正確性検証とその社会実装を通じた F理工上政策立案に貢献できるエビデンス創出

3.研究者名
`所

属部 局・職名 ) 医★ 螺 ・教授

氏 名 フリガナ) 曽根 博 仁 ヒロヒト
_リ

イヽソ

4.倫理審査の状況

(※ 1)当 該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み]にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項)

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疲学研究に関する倫理指針」や 「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

該当性の有無

有 螢

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

未審査 (※ 2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

ロ   ロ 新潟大学 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

〈指針の名称 :              ) □   ■ □

研究倫理教育の受講状況 受講 日  未受講 □

6.利益相反の管理

・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無 の場合はその理由

当研究機 関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関

当研究に係るC01についての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無‐■ (有の場合はその内容

(留 意事項 )

審査済み   審査した機関

□ □

□ ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※ 3)| ロ

■ □
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機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名 五

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利

ては以下のとおりです。

政策科学総 研究事業 (臨床研究等 ICT基盤構築・人工知能実装研 事業 )

国立大

総長

.-. I
iarl,)

/ヽ

勁 塾嬌

1.研究事業名

2.研究課題名 レセプトデ―タベースにおける健康寿命を規定する重症イベント精密補足技術の確立・

正確性検証とその社会実装を通じた EBMと政策立案に貢献できるエビデz丞創出

3.研究者名  ( 所属部局・職 )  大学院医学系研究科・教授

氏名・フリガナ) 松山 裕・マツヤマ ユタカ

4.倫理審査の状況

(※ 1)当 該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項 )

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 妹 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※ 2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 ロ   ロ

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (× 3) ■   □ ■ 新潟大学 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               )
ロ   ロ □

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(× 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」 lこ準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 日  未受講 □

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 口 無 □ (無の場合はその理由

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容

(留意事項 ) ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

□

□□

■□

□

|



厚生労働大臣 殿

令和 3年 3月 31日

国立大ギ1法人新潟機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

学長  .

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の

ては以下のとおりです。

政策 学総合研究 (臨床研究等 ICT 基盤構築・人工知能 究
´

|:|→

) い

1.研究事業名

2.研究課題名 レセプトデータベースに五ける健康寿命を規定する重症イベント精密捕」鰹壁術の確立・

氏名 フリガナ) 赤澤 宏平  ・ アカザ ワ コウヘイ

4.倫理審査の状況

(※ 1)当 該研究者が当該研究を実施するに

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項)

当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※ 2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 ロ   ロ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※ 3) ■   □ ■ 新潟大学

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :              )
□

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や 「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

受講 日  未受講 □研究倫理教育の受講状況

6.利益相反の管理

・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 口 無 □ (無の場合はその理由

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無‐□ (無の場合は委託先機関

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無‐□ (無の場合はその理由

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 口 (有の場合はその内容

(留意事項 )

璽 錮 飽 と ω 蟹 塁 塁 週 工 旦I型[上=菫獲2菫こL勲整ユニ聖 ■1二∠獲」」_______

3.研究者名 (所昼」鷹 Li」壁2___旦墨聡鐘重 :_塑重__________________

□
|

□

□

□■

|

||

□□ ■



令和 3年 3月 31日

厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

国立大学法人

学長

牛 木

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

政策 学総合研究 (臨床研究笠 ICT基盤構築■人工知能実基:■究事業)1.研究事業名

2.研究課題名 レセプトデータベ―スにおける健康寿命を規定する重症イベン 卜精 [苔捕捉技術の確立・

正確性検 証 とその社 実装を通 じた EBMと 政策∠́ゝ 立案に貢献できるエビデンス創
中
口」

3.研究者名  ( ・職名)自 然科学系所属部

(氏名 ガ ナフ リ ) 山峙 達也 ・ ヤ子エキ タツヤ

4.倫理審査の状況

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項)

当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (× 2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※ 3) ロ   ロ 新潟大学 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :             ~ )
[〕  ■ □

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

受講 日  未受講 □研究倫理教育の受講状況

6.利益相反の管理

(留意事項) ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 口 無 □ (無の場合は委託先機関

当研究に係るC01に ついての報告・審査の有無 有 口 無 □ (無の場合はその理由

当研究に係るC01についての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容

・ 新 格

|

□

□

□

□□□ 日

■

|

ロ   ロ



令和 3年 3月 31日

厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

国立大学法人

学長

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

政策科学総合研究 (臨床研究等 ICT基盤構築 。人工知能実 究事業)1.研究事業名

2.研究課題名 レセプトデータベースにおける健康寿命を規定する重症イベント精密捕捉技術の確立・

正確性検置とその社会実装を通じた E型止_と 政策立案に貢献できるエビデンス創出

3.研究者名 (所属部局・職名) 医歯さ
`■―総合研 究科・特任教授

氏 名 フリガナ 加藤 公則  ・ カ トウ キミノリ

4.倫理審査の状況

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若 しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項)

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (× 2)

ヒ トゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ 一Ｌ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※ 3) ■   □ 新潟大学 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□   ■

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :              )

研究倫理教育の受講状況 受講 日  未受講 □

6.利益相反の管理

・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由

当研究に係るC01についての指導・管理の有無 有 □ 無‐■ (有の場合はその内容

(留 意事項)

□

■

□□

□□ □



令和 3年 3月 31日

厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

国立大学法人新

学長

次の職員の令和 2元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。

1.研究事業名 政策科学総合研究事業(臨床研究等 ICT基盤構築 ・ 工知能実装研究事業)人

3.研究者名 (所属 局・職名 ) 医歯学総 ′ 、研究科・

氏 名 フリガナ) ||| 不口哉 フジハラ カズヤ

4.倫理審査の状況

(※ 1)当 該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項)

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や 「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※ 2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 〈※3) ■   □ 新潟大学 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :              ) □

研究倫理教育の受講状況 受講 日  未受講 □

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関

当研究に係るC01に ついての報告・審査の有無 有 口 無 □ (無の場合はその理由

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無‐日 (有の場合はその内容

(留意事項) ・該当する□にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

2.研究課題名 ___ヒヒ∠上ゴ:二Z至:二zi二圭:上1ヱ:垂彗:菱窒iョ:」謹:≧

`LZ=:藝`菫

企i∠上壼蜜:適:握:曇塗

“

整曇二

]壼菫曇」麺理ニヱ」2をビ塞些室曇上二鵬工2型菫塁立製三垣コ壼奎竪」■奎ビ∠整堕____________

□ ■

□   日

■

■

□ □



令和 3年 3月 31日

厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

国立大学法人

学長

牛

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反

ては以下のとおりです。

1.研究事業名 政策科学総合研究 (臨床研究等 ICT基盤構築・人工知能実 究事業)

の管 こつ

2.研究課題名 レセプ トデータベースにおける健康寿命を規定する重症イベン ト精密捕捉技術の確立・

正確性検証とその社会実装を通 じた EBMと 政策立案に貢献できるエビデンス創出

3.研究者名 (所属部局・職名 ) 歯学総合研究科・特任准教授

氏名 フリガナ 玉 暁 ・ コダマ サ トル

4.倫理審査の状況

(※ 1)当 該研究者が当該研究を実施するに当たり連守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項 )

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※ 2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 ロ   ロ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □

人を対象 とする医学系研究に関する倫理指針 (※ 3) ■   □ 新潟大学 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

〈指針の名称 :              )

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や 「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6.利益相反の管理

・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 口 無 □ (無の場合はその理由

当研究に係るCOFに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容

□

| □

日

□ □ □

日 □
|

□



2021年  3月    30日

厚生労働大臣 殿

1.研究事業名

2.研究課題名

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

千葉県立保健医療大学

学 長

次の職員の令和  年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反

いては以下のとおりです。

等 ICT

レセプトデータベニス お | る る イベン の確立・

実装を通じた EBM と政策立案に貢置できるエビデンス創出
正確性検言正とその社会

局・職名 ) 千 県立保健 療大学・教授3_研究者名 (所属

氏 ・ フ ガナ 洋子・ヤニ ヨ :コ

4.倫理審査の状況

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに当

クし一部若しくは全部の審査が完了して0

その他 (特記事項)

(※ 2)未審査に場合は、その理

(※ 3)廃止前の「疫学研究に関

たり遵守すべき倫理指針

なヽい場合は、「未審査」

に関する倫理委員会の審査

にチェックすること。

が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

由を記載すること。

する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

左記で該当がある場合のみ記入 〈※1)

未審査 (※ 2)審査済み   審査した機関

該当性の有無

有  無

□
ロ   ロヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

□   ■
遺伝子治療等臨床研究に関する指針

新潟大学□■   □
人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (× 3)

□
ロ   ロ厚生労働省の所管する実施機関における

に関する基本指針

動物実験

等の実施

□□□   ■
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の洛称

受講 日  未受講 □
研究倫理教育の受講状況

6.利益相反の管理

・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

有 ■ 無 口 (無の場合はその理由
当研究機関におけるcolの 管理に関する規定の策定

有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関
当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無

有 ■ 無 □ (無の場合はその理由
当研究に係るCOIにっいての報告・審査の有無

有 □ 無 口 (有の場合はその内容
当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無

(留 意事項)

□

□

□

□

)



令和 3年 3月 31日

厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査

ては以下のとおりです。

新潟県

学長

状況及び利益相反 こレつい

政策科学総 研究事業(臨床研究等 ICT基盤構築・人工知能実装研究事1.研究事業名

2.研究課題名 レセプトデータベースにおける健康寿命を規定する重症イベント精密捕捉技術の確立・

正確性検証とそQ社会実装を通じたコ旦M上政策立案に貢献できるエビデンス創出

3.研究者名 (所属部 局・職名 ) 闇牛活学部 講師人

氏 名 フリガナ 堀り| 千嘉 (ホリカワ チカ)

4.倫理審査の状況

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵〒テベき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項)

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (× 2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■

人を対象 とする医学系研究に関する倫理指針 (※ 3) 新潟大学 | |

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :              )

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 日  未受講 □

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 口 無 □ (無の場合はその理由

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関

当研究に係るC01に ついての報告・審査の有無 有 口 無‐□ (無の場合はその理由

当研究に係るC01に ついての指導・管理の有無 有 □ 無‐■ (有の場合はその内容

□

□□

■ □ ■

■ □

□

(留意事項) ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 3年 3月 31日

厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

国立大学法人

学長

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反

ては以下のとおりです。

政策科学総 研究事業(臨床研究等 ICT 築 。人工知能実装研究事′ヽ1.研究事業名

2.研究課題名 レセプトデータベースにおける健康寿命を規定する イベン ト精密捕捉 術の確立・

′  正確性検証とその社会実装を通 じた EBMと 政策立案に貢献できるェビデンス創出

3.研究者名  ( 所属部局・ ) 医歯学総合病院 教

`氏

名 フリガナ 正 博 イシザワ -7 +i L Ir)石 澤

4.倫理審査の状況

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵 |守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了してし`ない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項 )

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 ロ   ロ □
Ｆ
一

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※ 3) ■   □ ■ 新潟大学

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :              ) □   ■

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や 「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 日  未受講 □

6.利益相反の管理

・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 口 無 □ (無の場合はその理由

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 口 無 □ (無の場合は委託先機関

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 口 無 □ (無の場合はその理由

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容

(留意事項 )

1未審査 (※ 2)

|

□

□|

□   ■ □

□ □



令和 3年1 3月  29日
厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

徳島文理大

学 長

次の職員の令和 2 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及

ついては以下のとおりです。

理 に

1.:研究事業名 政策科学総合研究事業(臨床研究等 ICT 築 。人工知能 実装研究¬=¬オ
斗■ヽ
ラモノ

2.研究課題名 レセプトデータベースにおける健康寿命を規定する重症イベ ン ト精密捕捉技術の確立・

正確性検証とその社会実装を通じた EBMと政策立案に貢献できるエビデンス創出

3_研究者名 部 局 ・職名 )(所属 人 間 生活学部・

(氏 ・ フ ||
。モ カワサキコ

4.倫理審査の状況

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項)

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や 「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※ 2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ □

人を対象 とする医学系研究に関する倫理指針 (※ 3) ■   同 ■ 新潟大学 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :              ) □   ■

研究倫理教育の受講状況 受講 日  未受講 □

6.利益相反の管理

・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 口 無 □ (無の場合は委託先機関

当研究に係るC01に ついての報告・審査の有無 有 □ 無‐■ (無の場合はその理由:新潟大学で実施のため

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 日 (有の場合はその内容

(留意事項 )

リガナ ) リ

□ ■ □

□   ■

|

□ ■ □ □

|

□

有 ■ 無 □ (無の場合はその理由 :



厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査

ては以下のとおりです。

令和 3年 3月 31日

国立大学法

学長

状況及び利益相反等 につい

1.研究事業名 政策科 学総合研究事業 (臨床研究等 ICT 築・人工知能実装研究事業)

レセプ トデータベースにおける健康寿命を規定する重症イベン ト精密捕捉技術の確立・2.研究課題名

正確性検証 とその社会実装を通 じた EBM 政策立案に貢献できるエビデンス創出と

3.研究者名

(氏名 フリガナ 浩史  ・ スズキ ヒロシ

4.倫理審査の状況

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若 しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項 )

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※ 2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※ 3) 新潟大学

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□ | .

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :              )

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や 「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 日  未受講 □

6.利益相反の管理

・該当する日にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 口 無 □ (無の場合はその理由

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関

当研究に係るCOrについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由

当研究に係るC01に ついての指導・管理の有無 有 □ 無 コ (有の場合はその内容

研 究惟進機構

□

□

■   □ ■

□

□□   ■ □


